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研究成果の概要（和文）：　１９９０年代以降に急増する中国朝鮮族の国境を越えた移住労働現象の中で、男性より先
駆的な役割を果たしたと評価される朝鮮族女性の国外移住に至るプロセス、彼女たちの移住労働における生活戦略と結
果として手にした社会的な利益/損失、および出身地に残した家族やコミュニティとの関係維持/再構築の現状について
、最新の知見を獲得した。とりわけ中国、韓国、日本（東京、大阪など）各地における朝鮮族インタビューの蓄積によ
り、トランスナショナルな移民生活における女性と家族の問題に関する新たな理論構築に資する多面的な議論と研究成
果を残すことができた。

研究成果の概要（英文）：Since 1990 's, many Chinese Korean went to foreign countries to be engaged in 
labor. Since it was estimated that Chinese Korean women played the leading role in their migrant labor 
compared with men , we investigated of their process to migrant labor, their living strategy ,their 
social benefit or disadvantage, their relation with the family who left for their home country and the 
influence exerted on their community in China. We interviewed Korean Chinese women at China, Korea,Japan 
and prepared theory construction about the gender problem bringing by migrant labor.

研究分野： 社会学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
 中国朝鮮族の移住労働をめぐる既存研究
の主流は、中国の市場経済システムの深化に
伴い急激に進行した朝鮮族移住労働の実態、
とりわけ韓国における外国人労働者として
の就労状況や「空洞化」した中国の朝鮮族集
住地が抱える課題をテーマにしてきた。しか
し、目前の急変する現状分析に焦点が限定さ
れる傾向が強く、また集住地か移住先かいず
れかの地域における実態研究が中心となっ
ており、両者間におけるネットワーク、人的
連続性、問題の表裏一体性などといった有機
的連関に関する研究は見当たらなかった。そ
こで、朝鮮族移住労働者の半数を担うだけで
なく、男性より積極的に海外進出の道を開拓
し、また家庭やコミュニティーとの関連から
当該課題に多角的にアプローチできる女性
移住労働者に焦点を当てた研究計画を構想
した。 
 
２． 研究の目的 
 中国朝鮮族社会を対象に定性的調査を行
い、以下 4 点を明らかにすること。 
（１）朝鮮族女性が移住労働に従事する社会
的、経済的プロセス。 
（２）女性の移住労働が、女性自身の社会的
位相（自立 /束縛）および朝鮮族コミュニ     
ティの伝統的な慣習、教育・文化、経済生活
に与える影響。 
（３）国境を越えて形成される家族間関係の
維持（あるいは再構築）はどのようなプロセ
スで行われ、女性移住労働者はどのような役
割を果たすのか。 
（４）女性移住労働者が選び取る越境的な生
活戦略が、国民国家やナショナリティに  
与える影響。 
 
３．研究の方法 
本研究では中国朝鮮族女性移住労働と家

族をテーマにした現地調査（中国、日本、韓
国）と文献資料調査を並行し、調査結果は合
宿研究会や公開シンポジウムの開催で社会
的共有を適宜図った。具体的研究方法は以下
の通り。 
（１）移住労働経験をもつ女性に対する中国、
韓国、日本における個別質問調査。 
（２）留守家庭の子どもの家庭生活、心理状
況に関する送り出し地域における調査。 
（３）移住労働が急増した後の朝鮮族集住地
（中国）の社会状況、特に学校教育、文化    
活動、社会福祉の状況に関する現地観察調査。 
 上記の各項目とも、それぞれの関連地にお
ける現地調査と収集した資料分析が主体で
ある。（２）に関しては現地で市販されてい
る朝鮮族小中学生作文選集の内容を分析し、
家庭に残された子供の心理的状況を研究す
る手法も採用した。 
 中国現地調査は、研究代表者と研究分担者
のほぼ全員の参加する基軸的な調査を初年
度（2012 年）と第２年度に各１回行ったほか、

個別ないし複数者による調査を各年度ごと
に３－４回おこなった。調査地は延辺朝鮮族
自治州の都市部と農村部、朝鮮族集住地のあ
る東北地方都市（ハルビン、瀋陽、大連、青
島）、および女性移住労働経験者の居住する
上海、無錫である。 
 韓国現地調査は、朝鮮族移住労働者の集住
地であるソウル市内（九老区など）、水原市
および済州市である。 
 （１）に関しては特に日本で一定規模の対
面式あるいはアンケート式調査を計画し、既
に一定の研究蓄積がある中国、韓国の実態と
比較して、日本にける朝鮮族女性と家族の出
身地とのネットワークの維持、再編成、生活
戦略、今後の展望などを明らかにすることを
目指した。 
 
 
４．研究成果 
 （１）中国現地調査 
 延辺自治州農村部では、研究初年度（2012
年）都市近郊農村の A 村、B 村および山間部
にある C村を訪問し、移住労働経験や移住労
働に関わる諸問題の聞き取りを行い、とりわ
けA村においては村民委員会を複数回訪問し
て女性幹部（複数）からのインタビューも行
った。また延辺州都市部では、留守家庭での
生活経験を持つ朝鮮族大学生複数からの聞
き取りも行った。この結果、朝鮮族が国外移
住労働に向かう以前の朝鮮族農村状況、韓国
への移住労働が始まる 1980 年代末前後の朝
鮮族による北朝鮮、ソ連との個人貿易状況、
1990 年代以降の主として女性による韓国へ
の渡航プロセスと韓国における労働・生活状
況、留守家族とりわけ残された子供の教育に
関する現地での様々な対応策など、多くの新
知見を得ることができた。ただし 2012 年秋
以降、急速に悪化した日中関係ほかを反映し、
延辺州のような少数民族地域における外国
人研究者の公開的な社会調査は著しく制限
されるようになったため、第２年度以降は部
分的な単独調査と研究者からの聞き取りを
のぞいて延辺州内での継続調査を断念せざ
るを得なかった。 
 朝鮮族集住地の東北地方都市部（ハルビン、
瀋陽、大連、青島）では、移住労働経験を持
つ朝鮮族女性へのインタビューのほか、各地
の朝鮮族小中学校、朝鮮族文化施設、朝鮮族
病院、朝鮮族養老施設、朝鮮族企業、朝鮮語
テレビ局を訪問して各地朝鮮族コミュニテ
ィーの変容状況を確認し、また各地の朝鮮族
研究者や知識人からも聞き取りを行った。か
つて朝鮮族多数の居住していたハルビンな
ど黒竜江省からは、移住労働による朝鮮族人
口の流出が続く一方、多数韓国企業の進出し
た瀋陽や青島では朝鮮族の新たな集住現象
が見られ、移住労働経験者が中国帰国後に従
来の集住地である吉林省、黒龍江省農村部か
らこれらの都市部に移住する傾向が確認さ
れた。青島での朝鮮族養老施設訪問調査では、



女性の国外進出により家庭内高齢者介護が
困難になるなど、移住労働と社会福祉をめぐ
る朝鮮族社会の新たな問題点も浮き彫りに
された。 
 
（２）韓国現地調査 
 韓国各地では、朝鮮族女性から多数のイン
タビューを得た。また第３年度（２０１４年）
には研究分担者４名が「水原市移住民センタ
ー」と安山市の「京畿道外国人人権支援セン
ター」を訪問し、中国朝鮮族をはじめ韓国に
在住する外国人労働者の実情と韓国政府お
よび市民団体による「多文化政策」や人権的
側面からの支援運動に関して多くの知見を
得た。 
 韓国における諸調査を通じて、中国朝鮮族
女性移住労働者の韓国渡航に至るプロセス
と、朝鮮族間の人的ネットワークの役割が明
らかにされた。1990 年代から 2000 年代初期
までは、家政婦や食堂での雇用および韓国人
男性との婚姻など女性にとって進出しやす
い条件があったため、韓国で働く朝鮮族労働
者の中では女性の比率が高かったが、主とし
て在外コリアンを対象に 2007 年に導入され
た「訪問就業制度」以降、就業を目的にした
韓国への入国条件が大幅に緩和され、入国と
就業における自由度が拡大された。この結果、
朝鮮族労働者の中国ー韓国間の往来が簡易
化され家族の呼び寄せも可能になったため、
韓国における家族再結合のケースも増えて
いる。ただし、親のいる韓国に渡航した子ど
も世代朝鮮族の就学、就業が新たな問題とし
て浮上している。また韓国の外国人統合政策
である「多文化政策」の対象から中国朝鮮族
は（外国人ではなく在外同胞だという名目
で）排除されている問題も、韓国社会におけ
る朝鮮族の権利上の位置に関する多くの議
論を提起している。 
 さらにパソコンやスマートフォンなど通
信機器の画期的普及により、移住労働者と留
守家族間のコミュニケーション環境が改善
され、従来、移住労働に出た親と留守家族と
くに子供との意思疎通が困難であった状況
に大きな変化が見られる。一方でこれは、女
性労働者の場合、国境を越えた「トランスナ
ショナルな母親（または娘）」という役割を
新たに付与することになり、通信機器で結ば
れたいわば「バーチャルな家族関係」の出現
が注目される。 
 
（３）日本における調査 
 東京と大阪を中心に、日本に在住する中国
朝鮮族へのインタビュー調査を行った。 
 韓国に比べ、移住労働者の受け入れ枠が極
端に少ない日本の場合、労働目的ではなく留
学を契機に渡航するケースが圧倒的に多い
ことは従来から指摘されていたが、日本での
学業終了後に日本で就業している朝鮮族が
増加していることが、調査を通じて実感され
ている。数多くのインタビュー調査のほか、

東京や大阪における朝鮮族親睦団体の会合
（新年会・送年会、運動会、サッカー大会な
ど）の場を利用したアンケート調査も行い、
一定数のサンプルを収集した。2000 年代初期
に東京で行われた同様のアンケート調査と
の経年比較、東京と大阪の地域差などの基礎
分析は第３年度で完結できず、研究分担者と
ともに現在も分析を進めているところであ
る。 
  
（４）研究会ほか 
 初年度に科研課題に基づく研究会を立ち
上げ、各年度とも５−６回の会合を持ち、公
開的な研究会や調査結果の共有、シンポジウ
ム、朝鮮族関連地（新大久保、池袋、大阪難
波など）のフィールドワークを行った。会場
は状況に応じて大阪と東京で交互に行った。
初年度には来日中だった延辺大学社会学部
の全信子教授、北海道大学大学院メディア・
コミュニケーション研究院の玄武岩教授を
招請した研究会を開催したほか、第３年度に
は延辺大学社会学部の金花善教授を招請し
公開シンポジウムを開催し、それぞれの成果
を得た（公開シンポジウム内容は、2015 年４
月刊行の朝鮮族研究学会誌第４号に掲載）。 
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